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美�
容�
の�
道�
も�
か�
れ�
こ�
れ�
６�０�
年�。�

横�
手�
に�
住�
む�
多�
く�
の�
人�
達�
と�
ふ�
れ�
あ�
い�、�
町�
を�

見�
守�
っ�
て�
き�
ま�
し�
た�。�
町�
の�
通�
り�
に�
は�
多�
く�
の�
人�

が�
あ�
ふ�
れ�、�
生�
活�
雑�
貨�
の�
ほ�
と�
ん�
ど�
を�
近�
所�
の�
商�

店�
か�
ら�
街�
か�
ら�
手�
に�
入�
れ�
る�
こ�
と�
が�
出�
来�
た�
昭�
和�

と�
い�
う�
時�
代�。�
地�
域�
の�
人�
々�
の�
つ�
な�
が�
り�
も�、�
自�

然�
の�
形�
で�
育�
ま�
れ�
て�
き�
た�
よ�
う�
に�
思�
わ�
れ�
ま�
す�。�

「
�

「
�

時�
代�
の�
流�
れ�
だ�
か�
ら�」

�

」
�

と�
自�
分�
に�
言�
い�
聞�
か�
せ�

て�
も�、�

古�
き�
良�
き�
時�
代�
を�
忘�
れ�
ら�
れ�
な�
い�
私�
が�
い�

ま�
す�。�

そ�
ん�
な�
中�、�
私�
の�
後�
を�
継�
い�
で�
く�
れ�
て�
い�

る�
娘�
が�
嬉�
し�
そ�
う�
に�

私�
が�
道�
路�
端�
に�
植�
え�
た�
コ�

ス�
モ�
ス�
の�
花�
を�
残�
し�
て�
草�
刈�
り�
を�
し�
て�
く�
れ�
た�

よ�

と�
言�
う�
の�
で�
す�。�

横�
手�
市�
職�
員�
の�
心�
あ�
る�
仕�
事�
ぶ�
り�
に�
時�
代�
を�
越�

え�
て�
も�
優�
し�
さ�
を�
か�
み�
し�
め�
ま�
し�
た�。�

生�
涯�
現�
役�
を�
心�
に�
き�
ざ�
み�、�
横�
手�
市�
を�
静�
か�
に�

静�
か�
に�
見�
守�
り�
続�
け�
て�
い�
き�
た�
い�
と�
思�
い�
ま�
す�。�

大森地域　　�

赤川　充子�さん�
（�80�歳）

移�
り�
ゆ�
く�
時�
代�
を�
み�
つ�
め�
て�



定
例
会
初
日
に
行
わ
れ
た
所
信
説
明

で
、
�
橋
市
長
は
市
長
室
の
移
転
に
ふ
れ

「
市
民
の
皆
様
か
ら
の
意
見
や
要
望
を
庁

舎
内
で
直
接
お
聞
き
す
る
場
面
が
増
え

た
。
ま
た
、
市
議
会
議
員
の
皆
様
と
も
会

う
機
会
が
増
え
、
さ
ら
に
は
職
員
と
も
気

軽
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と

が
可
能
と
な
っ
た
」
と
し
、「
今
後
も
本

庁
舎
以
外
の
地
域
局
や
施
設
に
も
可
能
な

限
り
訪
問
し
、
現
場
を
見
る
こ
と
を
大
事

に
し
な
が
ら
市
民
の
皆
様
や
職
員
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
く
」
と

述
べ
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
那
珂
市
と
の
友
好
都
市
提

携
１０
周
年
や
窓
口
に
お
け
る
利
便
性
の
向

上
な
ど
の
新
た
な
施
策
の
取
り
組
み
、
平

成
２６
年
度
事
業
の
進
捗
状
況
な
ど
、当
面
の

市
政
運
営
に
つ
い
て
所
信
を
述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
提
案
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員

候
補
者
の
推
薦
に
関
す
る
諮
問
案
件
に
異

議
は
な
く
、
専
決
処
分
な
ど
の
２１
件
が
報

月定例議会 月定例議会 月定例議会 666

地
方
税
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
大
き

く
２
点
が
改
正
さ
れ
ま
す
。
１
つ
は
法
人

市
民
税
割
の
税
率
を
１４
・
７
％
か
ら
１２
・

１
％
に
引
き
下
げ
る
こ
と
で
、
も
う
１
つ

は
軽
自
動
車
税
の
税
額
を
平
成
２７
年
度
以

降
新
規
購
入
し
た
四
輪
車
等
は
、
現
行
税

率
の
１
・
２５
倍
〜
１
・
５
倍
に
、
原
付
や

二
輪
は
新
規
・
既
存
に
か
か
わ
ら
ず
１
・

５
倍
に
引
き
上
げ
る
こ
と
で
す
。

市
長
室
の
移
転
に
伴
い
、
空
き
ス
ペ
ー

ス
と
な
っ
た
か
ま
く
ら
館
５
階
を
一
般
開

放
す
る
も
の
で
す
。
今
後
、
電
気
の
配
線

や
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
の
撤
去
、
床
の
ワ
ッ

ク
ス
が
け
、
音
響
機
材
の
修
繕
等
を
行
う

予
定
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
ご
利
用
い
た

だ
け
る
の
は
、
平
成
２６
年
９
月
１
日
か
ら

に
な
り
ま
す
。

告
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
２５
年
度
の
事

業
確
定
に
伴
う
専
決
処
分
な
ど
の
承
認
案

件
７
件
が
提
案
さ
れ
全
会
一
致
で
承
認
、

４
月
の
機
構
改
革
で
担
当
制
か
ら
係
制
に

変
更
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
う
議
会
事
務
局

設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
議
会
提
案

の
案
件
１
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

市
長
提
案
の
議
案
２５
件
が
上
程
さ
れ
、各
常

任
委
員
会
へ
審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

１６
日
か
ら
は
一
般
質
問
が
行
わ
れ
、
９

人
の
議
員
が
登
壇
（
詳
細
は
、
４
〜
８
ペ

ー
ジ
に
掲
載
）。
１８
日
に
は
横
手
市
病
院

事
業
会
計
の
補
正
予
算
案
な
ど
、
議
案
２

件
が
追
加
で
上
程
さ
れ
、
常
任
委
員
会
に

審
査
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
各
委
員
長
か

ら
委
員
会
の
審
査
結
果
の
報
告
（
詳
細
は
、

９
〜
１１
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
を
受
け
た
後
、

議
案
な
ど
の
採
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
採

決
の
結
果
、
市
長
提
案
の
議
案
２７
件
を
可

決
。
ま
た
、
陳
情
４
件
を
採
択
、
１
件
を

不
採
択
と
し
ま
し
た
。

し
ん
ち
ょ
く

主
な
補
正
予
算
の
内
容
は
、
光
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
化
の
未
整
備
地
区
解
消
の
た

め
、
増
田
地
域
狙
半
内
地
区
、
山
内
地
域

除
雪
車
や
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
購
入

に
つ
い
て
、原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
と
し
て
次
の
方

を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

○
向
川
　
善
雄
（
山
内
）

次
の
２
つ
の
意
見
書
を
、
関
係
行
政
庁

へ
提
出
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
確
保
と
地
方
自

治
体
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改

善
、
雇
用
安
定
の
観
点
か
ら
法
の
整
備

を
図
る
こ
と
を
要
望
す
る
も
の
で
す
。

・
少
人
数
学
級
の
推
進
や
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
制
度
２
分
の
１
復
元
が
２
０
１

５
年
度
政
府
予
算
編
成
に
反
映
さ
れ
る

よ
う
要
望
す
る
も
の
で
す
。

南
郷
地
区
の
通
信
基
盤
整
備
事
業
費
や
、

今
年
１０
月
か
ら
定
期
接
種
化
さ
れ
る
見
通

し
の
成
人
用
肺
炎
球
菌
と
水
痘
の
予
防
接

種
費
用
な
ど
で
、
補
正
額
は
３
億
８
２
５

４
万
円
で
す
。

●地方自治体の臨時・非常勤職員の処遇改善と雇用安定のための法改正について

●少人数学級の推進などの定数改善と義務教育費国庫負担制度 2分の 1復元をは
かるための、2015年度政府予算に係る意見書採択について

●道路拡幅について　　　　　　　　　　　　　
●栄南部地区集積加速化基盤整備事業の一部地区編入について

●高速秋田道インターそばに計画中のゴミ焼却統合処理場に関して、燃えるごみ
の半分の生ゴミ分別と立地の再検討について

●国道13号線沿い「十文字地区古内河川敷スポーツ公園」への水道施設設置につ
いて　　　　　　　　　　　　　
●排水整備及び側溝整備について　　　　　　　
●集団的自衛権について憲法解釈変更をしないよう求めることについて

●集団的自衛権行使を容認する閣議決定への反対を求めることについて

高
橋

横手市議会
マスコットキャラクター
「しらとり議員」



災害対応型自販機（条里南庁舎）

パソコンの画面に触って物忘れのチェック

本 

間  

利 

博 

議
員
・
立
身 

万
千
子 

議
員 

青 

山      

豊 

議
員
・
播 

磨  

博 

一
議
員 

共助組織による雪下ろし

月曜日休館の金沢資料館

Ｗ ｉ - 

Fi 

※ 
ワ 
イ 
フ 
ァ 
イ 

Ｗ ｉ -

Fi

※ 
Wi-

Fi

無
線
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト 

に
接
続
す
る
こ
と 



血圧測定で健康管理

市内各所で行われているスポーツ大会

営業の継続が望まれる
「かんぽの宿」

土 

田  

祐 

輝 

議
員
・
菅 

原  

正 

志 

議
員 

土
田 

百
合
子 

議
員
・
奥 

山  

豊 

和 

議
員 

「大きく報道される人口減少問題」
早急な対策が求められる



十文字地区の農地パトロール

斎 

藤      

勇 

議
員 

平
成
２３
年
４
月
１
日
、
横
手
市

に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
「
横

手
か
ま
く
ら
Ｆ
Ｍ
」
が
誕
生
し
ま

し
た
。
開
局
後
は
、
市
長
所
信
説

明
や
一
般
質
問
な
ど
定
例
会
の
本

会
議
の
模
様
を
放
送
し
て
き
ま
し

た
が
、
平
成
２４
年
４
月
か
ら
は
新

た
に
市
議
会
紹
介
番
組
の
放
送
を

始
め
ま
し
た
。
横
手
市
議
会
基
本

条
例
で
は
、「
議
会
は
多
様
な
広

報
手
段
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
多
く
の
市
民
に
と
っ
て
議
会

と
市
政
が
身
近
に
な
る
よ
う
広
報

活
動
に
努
め
る
も
の
と
す
る
」
と

い
う
議
会
広
報
活
動
の
充
実
を
図

る
旨
の
条
文
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

の
一
つ
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

Ｆ
Ｍ
を
活
用
し
た
さ
ら
な
る
議
会

情
報
の
発
信
に
取
り
組
む
こ
と
に

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
域
限
定

で
情
報
発
信
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
Ｆ
Ｍ
を
効
果
的
に
活
用
し
な
い

手
は
な
い
と
い
う
話
か
ら
で
し
た
。

放
送
の
目
的
は
、
市
議
会
が
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
を
自
ら
進
ん
で
発

信
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、市
議
会
を

身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。

Ｆ
Ｍ
放
送
は
、
パ
ソ
コ
ン
等
と

違
っ
て
、
操
作
の
必
要
が
な
く
、

音
声
が
耳
か
ら
入
る
た
め
、仕
事

や
作
業
を
し
な
が
ら
情
報
を
入
手

で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
利
点
を
活
用
し
、
議
会
開

会
中
の
み
な
ら
ず
、
閉
会
中
も
議

会
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
議
会
と
市
民
の
み
な
さ
ん
と

の
距
離
を
縮
め
、
ま
た
市
議
会
に

対
す
る
関
心
と
理
解
を
深
め
て
も

ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
放
送
に
あ
た
っ
て
は
、

議
員
が
交
代
で
出
演
し
、市
議
会

の
活
動
や
取
り
組
み
な
ど
を
自
ら

の
声
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
対
象
と
な
る
経
費
は
、

法
定
福
利
費
を
含
む
人
件
費
で
あ
り
、

事
務
費
は
対
象
と
な
ら
な
い
。
昨
年
度

の
例
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
一
時

金
と
し
て
支
給
さ
れ
た
り
、
一
時
金
支

給
に
伴
う
社
会
保
険
料
等
の
事
業
主
負

担
増
加
分
に
使
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

保
育
士
以
外
の
調
理
員
や
事
務
員
な
ど

も
交
付
対
象
に
な
る
。
補
助
金
額
に
つ

い
て
は
、
４
月
１
日
の
入
所
者
数
、
１０

月
１
日
の
入
所
者
見
込
数
を
ベ
ー
ス

に
、
職
員
の
経
験
年
数
別
の
人
数
構
成

な
ど
か
ら
積
算
す
る
。

利
用
件
数
は
約
１
５
０
０
件
と
一

定
の
実
績
を
上
げ
て
い
る
が
、
利
用
者

は
横
手
地
域
に
偏
っ
て
い
る
。こ
れ
は
、

ま
だ
一
般
的
に
周
知
が
徹
底
さ
れ
て
い

な
い
た
め
か
と
思
う
。
ま
た
、
サ
ポ
ー

ト
会
員
の
増
加
に
も
取
り
組
ん
で
い
く

事
が
今
後
の
課
題
だ
。

ま
だ
不
透
明
な
部
分
も
あ
る
た

め
、
国
の
動
き
を
確
認
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ま
た
、
第
６
期
介
護
保
険
事

業
計
画
を
立
て
る
中
で
も
十
分
に
検
討

し
、
サ
ー
ビ
ス
低
下
に
陥
ら
な
い
よ
う

な
方
策
を
講
じ
た
い
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
で
は
、
従
来

の
亜
急
性
期
病
棟
よ
り
入
院
の
診
療
報

酬
が
若
干
引
上
げ
に
な
る
予
定
で
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
よ
り
厳
し
い
要
件
が
付

さ
れ
る
。
更
に
、
今
回
の
診
療
報
酬
改

定
は
、
在
院
日
数
を
短
く
す
る
と
い
う

方
針
も
あ
り
、
入
院
期
間
が
６０
日
を
過

ぎ
る
と
一
気
に
診
療
報
酬
の
点
数
が
下

（
高
　
　
　
聖
　
悟
）

 

（
高
　
橋
　
和
　
樹
）

 

★放送は 

　毎月第2・第4月曜日 
　午後１０時４５分からの１５分間 
 

★再放送は 

　翌火曜日午前7時３０分～ 
　 ぜひお聞き下さい！ 

教えて！横手市議会 が
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
経
営
的
に

は
、
届
け
出
に
当
た
り
施
設
基
準
等
を

満
た
す
た
め
の
経
費
も
か
か
り
、
厳
し

い
状
況
で
あ
る
。

特別養護老人ホーム悠西苑を視察（平鹿）



近
辺
で
土
地
の
売
却
情
報
が
あ
れ

ば
対
処
し
た
い
。
ま
た
平
日
は
難
し
い

が
、
土
日
は
周
辺
の
職
員
駐
車
場
を
利

用
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
か
ら
も

問
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

床
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け
や
音
響
設
備

の
整
備
修
繕
な
ど
の
時
間
的
余
裕
を
み

て
い
る
。

施
設
を
利
用
す
る
側
で
使
用
す
る

も
の
を
除
き
、
売
却
す
る
方
向
で
準
備

を
進
め
て
い
る
。
早
期
に
市
報
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
す
る
。

空
き
公
共
施
設
に
つ
い
て
は
雇
用

創
出
や
産
業
振
興
な
ど
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
場
合
に
有
利
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。
今
回
の
件
は
地

元
食
材
を
利
用
し
た
産
業
を
育
成
す
る

事
業
と
認
識
し
て
い
る
。

選
択
の
優
先
順
位
や
申
請
す
る
側

の
負
担
な
ど
に
つ
い
て
は
大
事
な
ポ
イ

ン
ト
だ
と
感
じ
て
い
る
。
事
業
を
広
く

横
手
地
域
で
は
５

級
の
除
雪
車

４
台
を
含
む
５
台
の
小
型
除
雪
車
と
、

業
者
委
託
に
よ
り
小
路
除
雪
を
行
っ
て

い
る
。
早
朝
だ
け
で
な
く
、
日
中
も
出

動
し
て
対
応
し
て
い
る
が
、
毎
回
除
雪

す
る
こ
と
は
難
し
く
、
要
望
を
満
た
し

き
れ
て
い
な
い
状
況
だ
。
地
域
の
方
が

共
同
で
除
雪
機
械
を
購
入
す
る
場
合
、

購
入
額
の
２
分
の
１
を
補
助
し
た
り
、

維
持
管
理
費
を
補
助
す
る
制
度
も
あ
る

の
で
、
こ
れ
ら
も
活
用
し
て
い
た
だ
き

な
が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

温
泉
施
設
の
利
用
者
は
増
え
て
い

る
が
、
原
油
価
格
の
高
騰
も
あ
り
、
そ

れ
が
そ
の
ま
ま
経
営
状
況
に
反
映
さ
れ

て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。
単
年
度
収
支

が
黒
字
と
な
っ
て
い
る
の
は
鶴
ヶ
池
荘

だ
け
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
設
置
の
経
緯

が
異
な
る
た
め
、
な
か
な
か
整
理
し
き

れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
が
、
い
つ
ま

で
も
行
政
が
経
営
し
て
い
く
こ
と
が
望

ま
し
い
か
と
い
う
議
論
も
あ
る
。
行
政

が
担
う
役
割
と
民
間
に
お
願
い
す
る
部

分
を
整
理
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な

る
と
思
う
が
、
ま
だ
ま
だ
議
論
を
要
す

る
課
題
で
あ
り
、
結
論
が
出
る
ま
で
に

は
時
間
が
か
か
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

月
に
国
土
交
通
省
、
農
林
水
産

省
、
環
境
省
の
３
省
合
同
に
よ
る
下
水

道
、
集
落
排
水
、
浄
化
槽
の
方
向
付
を

一
本
化
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
出
さ
れ

た
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
１０
年
経
っ
て
も

で
き
な
い
よ
う
な
下
水
道
整
備
は
や
め

て
、
地
域
に
あ
っ
た
整
備
を
行
う
。
市

で
は
今
年
度
に
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
を
策

定
す
る
。
し
尿
処
理
に
つ
い
て
も
県
と

共
同
し
な
が
ら
経
済
的
な
も
の
を
考
え

た
い
。

市
民
に
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て

い
く
。今

回
の
２
地
区
（
増
田
・
狙
半
内

地
区
、
山
内
・
南
郷
地
区
）
で
ほ
ぼ
横

手
市
全
域
が
整
備
さ
れ
る
。
市
民
に
各

種
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き

た
い
。

今
後
は
高
齢
者
の
見
守
り
や
子
育
て

支
援
、
買
い
物
支
援
、
健
康
管
理
等
の

メ
ニ
ュ
ー
に
合
致
す
る
国
の
補
助
事
業

の
情
報
収
集
を
積
極
的
に
進
め
た
い
。

財
産
の
無
償
貸
付
け
及
び
減
額
貸
付

け
の
現
地
視
察
と
し
て
「
旧
山
内
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
」
を
視
察
し
た
。

請
願
が
提
出
さ
れ
た
国
道
１３
号
線
沿

い
「
十
文
字
地
区
古
内
河
川
敷
ス
ポ
ー

ツ
公
園
」
へ
の
水
道
施
設
設
置
検
討
の

た
め
の
視
察
を
行
っ
た
。
現
地
に
設
置

す
る
こ
と
は
困
難
で
、
さ
ら
な
る
調
査

の
た
め
、
継
続
審
査
と
し
た
。

（
佐
　
藤
　
　
　
雄
）

市道改良の陳情個所を視察（十文字）

無償貸付する旧山内学校給食センターを視察



平
成
１７
年
に

小
野
田
市
と
山
陽
町
が
合
併
し
て

誕
生
。
セ
メ
ン
ト
を
中
心
と
し
た

工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
た
。

平
成
２３
年
５
月
に
議
会
か
ら
の

情
報
発
信
の
必
要
性
を
感
じ
た
有

志
に
よ
っ
て
発
足
し
た
「
情
報
発

信
を
す
る
会
」
が
ル
ー
ツ
。
６
月

に
「
広
報
広
聴
委
員
会
」
と
な
り
、

１０
月
に
は
特
別
委
員
会
に
昇
格
す

る
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
動
き
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成

平
成
２５
年
１２
月
定
例
会
で
設
置
さ
れ
た
「
市
出
資
法
人
に
関
す
る
特
別
委
員
会
」
で
は
、

市
が
出
資
す
る
法
人
等
に
対
し
て
議
会
が
ど
う
関
与
が
で
き
る
か
、
と
い
っ
た
権
限
の
範
囲

等
に
つ
い
て
、
確
認
の
た
め
の
調
査
、
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
の
一
環
と
し
て
、
５
月
９
日
総
務
省
自
治
財
政
局
公
営
企
業
課
長
の
米
田
順
彦

の
ぶ
ひ
こ

氏
を
講
師
に
迎
え
、「
第
３
セ
ク
タ
ー
等
の
改
革
と
地

方
議
会
の
役
割
」
と
題
し
た
特
別
委
員
会
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

研
修
会
に
は
、
特
別
委
員
会
委
員
を
は
じ
め
と
し

た
市
議
会
議
員
の
ほ
か
、
市
職
員
ら
を
含
め
た
４０
名

が
参
加
。
米
田
氏
の
講
演
に
、
出
席
者
一
同
、
耳
を

傾
け
ま
し
た
。

「
第
３
セ
ク
タ
ー
等
の
経
営
破
た
ん
に
よ
っ
て
、

突
然
、
自
治
体
の
財
政
が
危
機
に
陥
り
、
住
民
サ
ー

ビ
ス
や
地
域
づ
く
り
に
重
大
な
影
響
が
出
る
」
総
務

省
で
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
よ
う
平
成

２１
年
６
月
「
第
３
セ
ク
タ
ー
等
の
抜
本
的
改
革
の
推

進
に
つ
い
て
」
と
い
う
指
針
を
策
定
し
、
各
自
治
体

に
要
請
し
て
い
ま
す
。
こ
の
指
針
が
５
年
目
を
迎
え

た
こ
と
に
よ
り
、
更
な
る
新
指
針
の
制
定
に
向
け
て

国
で
は
「
第
３
セ
ク
タ
ー
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

会
」
を
開
催
中
で
す
。
今
回
の
講
演
は
そ
の
研
究
会

の
報
告
内
容
等
を
中
心
に
進
め
ら
れ
、
第
３
セ
ク
タ

ー
経
営
健
全
化
の
検
討
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
や
財
政

的
リ
ス
ク
の
認
識
方
法
な
ど
、
国
が
取
り
組
む
対
策

の
最
新
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
質
疑
応
答
で
は
、
議
会
と
し
て
関
与
す
べ

き
法
律
の
解
釈
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
、
大
変
、
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

法　人　名 

㈱ 横 手 殖 林 社  

㈱増田町物産流通センター 
㈱大雄振興公社 

㈱ウッディさんない 
㈱山内観光振興公社 
㈱天下森振興公社 

設立年月 

明治35年4月 

平成3年3月  

平成4年12月 

平成5年6月  

平成9年6月  

平成13年3月

10 , 000  

68 , 000  

20 , 000  

40 , 000  

151 , 000  

12 , 050

主 な 事 業 内 容  

林業生産、造林、育林ほか 

さわらび・ゆ～らくの管理運営/食堂事業ほか 

ゆとりおん大雄の管理運営/特産品事業ほか 

道の駅さんないの管理運営/木工事業ほか 

鶴ケ池荘・直売所の管理運営ほか 

天下森スキー場・天下森ふれあい農園の管理運営ほか 

資本金（千円） 

63 . 73%  

73 . 53%  

75 . 00%  

70 . 00%  

72 . 85%  

82 . 99%

出資比率 

横手市出資法人一覧表【横手市が2分の１以上を出資している法人】   

横手市議会では、より開かれた議会を目指
し、議員が一丸となって議会の改革に取り組
んでおります。
その活動の一環として、各地区会議との共

催により、市内20カ所で議員による「議会報
告会」を開催します。

議会報告会では、定例議会での審議内容な
どを報告し、市民の皆様と市政や議会につい
て意見交換します。

地域にお住まいの方はもちろんのこと、今
回対象となっていない地域の皆様も、ぜひお
近くの報告会にご参加ください。
皆様の貴重なご意見をお待ちしております。

※どなたでも参加できます。
※申し込みは不要ですので、直接会場に
お越しください。

7/22（火）旭地区　 【旭ふれあい館】

南、北地区【Y２ぷらざ】

7/23（水）西地区　 【サンサン横手】

朝倉地区 【あさくら館】

7/24（木）金沢地区 【金沢公民館】

黒川地区 【オアシス館】

7/30（水）栄地区　 【さかえ館】

7/31（木）増田地区 【増田地区多目的研修センター】

7/25（金）浅舞北部、浅舞街部地区【浅舞公民館】

7/31（木）吉田地区 【吉田地区生涯学習センター】

7/22（火）舘合地区 【舘合公民館】

7/28（月）大沢地区 【大沢公民館】

7/25（金）大森、川西、白山地区　【大森庁舎】

保呂羽地区【前田公民館】

7/28（月）三重地区 【三重公民館】

7/23（水）北地区 【松川ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ】

7/24（木）中央地区 【山内公民館】

7/30（水）西地区　 【ふれあい館】

7/31（木）南地区　 【山内学習交流センター】

7/31（木）阿気、田根森地区　【大雄庁舎】

２５
年
１０
月
に
は
議
会
だ
よ
り
と
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
担
当
す
る
「
議
会

広
報
部
会
」
と
議
会
報
告
会
等
を

担
当
す
る
「
企
画
広
聴
部
会
」
の

２
部
会
制
を
と
り
、
そ
こ
に
全
議

員
の
７
割
が
所
属
す
る
と
い
う
形

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

議
会
全
体
と
し
て
の
「
広
報
」
に

対
す
る
意
識
を
醸
成
し
て
い
ま
す
。

「
日
本
三
天
神
」
の

ひ
と
つ
、
防
府
天
満
宮
や
重
要

文
化
財
で
あ
る
旧
毛
利
家
本
邸

な
ど
歴
史
・
旧
跡
が
数
多
い
文

化
の
風
あ
ふ
れ
る
都
市
。

市
内
１５
地
区
の
自
治
会
連
合
会

と
共
催
と
い
う
形
で
議
会
報
告
会

を
開
催
し
て
お
り
、
運
営
は
議
会

改
革
推
進
協
議
会
が
担
当
し
て
い

ま
す
。
共
催
に
よ
り
、
一
定
の
参

加
者
数
が
確
保
で
き
、
ま
た
地
域

の
要
望
や
課
題
を
自
治
会
と
し
て

取
り
ま
と
め
、
議
会
へ
投
げ
か
け

る
姿
勢
が
み
え
る
等
の
効
果
が
あ

る
と
い
う
事
で
し
た
。
会
場
で
出

さ
れ
た
意
見
や
提
言
は
執
行
部
に

回
答
を
求
め
、
市
民
に
返
し
て
い

く
も
の
、
簡
易
な
要
望
と
し
て
執

行
部
に
伝
え
る
も
の
等
の
４
つ
に

区
分
し
て
い
ま
す
。
市
の
広
報
車

を
使
っ
て
呼
び
か
け
る
と
い
う
周

知
方
法
も
大
変
参
考
に
な
り
ま
し

た
。

視察先の山陽小野田市役所にて

昨年開催された議会報告会（大森会場）

午後７:００～

午後７:００～

午後７:００～

午後６:３０～

午後７:００～

午後６:３０～

午後６:００～

午後７:３０～

午後６:３０～

午後６:００～

午後６:３０～

午後６:３０～

午後６:００～

午後７:００～

午後７:００～

午後６:３０～

午後６:３０～

午後６:３０～

午後７:００～

午後１:３０～



（上段左から）菅原正志、奥山豊和、本間利博、齋藤光司
（下段左から）佐々木誠、◎菅原惠悦、阿部正夫

◎土田百合子

（上段左から）高　聖悟、青山豊、加藤勝義 
（下段左から）木村清貴、◎佐藤誠洋 

（左から）立身万千子、◎斎藤勇（上段左から）佐藤清春、土田祐輝、小野正伸
（下段左から）◎佐藤忠久、遠藤忠裕

（左から）◎佐藤　雄、高橋和樹 

（上段左から）寿松木孝、播磨博一
（下段左から）◎塩田勉、佐々木喜一
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美�
容�
の�
道�
も�
か�
れ�
こ�
れ�
６�０�
年�。�

横�
手�
に�
住�
む�
多�
く�
の�
人�
達�
と�
ふ�
れ�
あ�
い�、�
町�
を�

見�
守�
っ�
て�
き�
ま�
し�
た�。�
町�
の�
通�
り�
に�
は�
多�
く�
の�
人�

が�
あ�
ふ�
れ�、�
生�
活�
雑�
貨�
の�
ほ�
と�
ん�
ど�
を�
近�
所�
の�
商�

店�
か�
ら�
街�
か�
ら�
手�
に�
入�
れ�
る�
こ�
と�
が�
出�
来�
た�
昭�
和�

と�
い�
う�
時�
代�。�
地�
域�
の�
人�
々�
の�
つ�
な�
が�
り�
も�、�
自�

然�
の�
形�
で�
育�
ま�
れ�
て�
き�
た�
よ�
う�
に�
思�
わ�
れ�
ま�
す�。�

「
�

「
�

時�
代�
の�
流�
れ�
だ�
か�
ら�」

�

」
�

と�
自�
分�
に�
言�
い�
聞�
か�
せ�

て�
も�、�

古�
き�
良�
き�
時�
代�
を�
忘�
れ�
ら�
れ�
な�
い�
私�
が�
い�

ま�
す�。�

そ�
ん�
な�
中�、�
私�
の�
後�
を�
継�
い�
で�
く�
れ�
て�
い�

る�
娘�
が�
嬉�
し�
そ�
う�
に�

私�
が�
道�
路�
端�
に�
植�
え�
た�
コ�

ス�
モ�
ス�
の�
花�
を�
残�
し�
て�
草�
刈�
り�
を�
し�
て�
く�
れ�
た�

よ�

と�
言�
う�
の�
で�
す�。�

横�
手�
市�
職�
員�
の�
心�
あ�
る�
仕�
事�
ぶ�
り�
に�
時�
代�
を�
越�

え�
て�
も�
優�
し�
さ�
を�
か�
み�
し�
め�
ま�
し�
た�。�

生�
涯�
現�
役�
を�
心�
に�
き�
ざ�
み�、�
横�
手�
市�
を�
静�
か�
に�

静�
か�
に�
見�
守�
り�
続�
け�
て�
い�
き�
た�
い�
と�
思�
い�
ま�
す�。�

大森地域　　�

赤川　充子�さん�
（�80�歳）

移�
り�
ゆ�
く�
時�
代�
を�
み�
つ�
め�
て�




